
第３回せたがや子ども気候会議 グループワーク（A 班） 

一人でできる 協力が必要（呼びかける） 

 

 

 

今やっていること 
→必要ない時は暖房をつけず、
節電する。 
→節電、節水の徹底 

大人に車を運転させない︕︖ 
→自転車をススメる 

植林によって二酸化炭素の吸収と土砂災害の防止に役立てる 
→山の手入れ 
→植物や動物のことも考えた手入れを。（例えば杉は木材や
成長速度のことを考えて増やされた。人間の都合では） 
→でも、輸入ばかりするわけにはいかないので、木材を自前
で使うのは、それはそれで輸送コスト（二酸化炭素）の削減
になる 
 

排出された二酸化炭素を分解する。 
→そのための知識を身につける。 
→学校でも授業をしてほしい 

自然エネルギー 
→海面の温度差による発電が面白いと思った。 
  



第３回せたがや子ども気候会議 グループワーク（B班） 

一人でできる 協力が必要（呼びかける） 

 

 

 

環境（気候変動問題）に興味のない人への意識をもっても
らう。 
エコバック利用の働きかけ 
危機感をもって、知識をつけることも大事 

無駄な電気の使用をやめる 
一部屋に集まる 
教室の電気の使い方 
実際かかった電気代を知ると、節電意識高まる いらないものを買わない（拒否する） 

ビニール袋を買わない、エコバックを利用するリサイクル 

お風呂の水の利用 

電気をこまめに消す 

学校の授業で環境について学ぶ 
脱炭素につながる要因を探る。 
ファミリーデーでエコバックを自分で作成する 

CO２について出さないではなく「減らす」意識を持つ 
バイオマスやカーボンニュートラルの勉強する 



第３回せたがや子ども気候会議 グループワーク C班 

一人でできる 協力が必要（呼びかける） 

 

 

 

節電 
・太陽の光をかりる、カーテ
ンをあける 
・窓が多いとなるべく電気を
使わなくても OK 

使うときに、必要なものだけ
を買う 
・生鮮食品とか悪くなりやす
いものは大量買いしない、ス
トック買いしない 
・無駄なものがなくす 
・本当に使いたいものを使う 
・消費期限が近いものから使
う 

節水 
・お風呂の残り湯を使う 
・ウォーターサーバ 

車を使わない（二酸化炭素が
出るのを減らす） 
・なるべく自転車を使う 
・マイカーよりも公共交通
（みんなで乗れる） エコに取り組んでいる企業の

ものを買う（ダイキンとか三
菱電機） 
・工業がやっている環境の取
り組み 
・新聞で知ることができる 
・お父さんも教えてくれる 
・学校の授業（地理） 

プラスチックごみを減らす 
・マイボトル 
・ペットボトルは買わない 

やっていることを広める 
・友達 
・提案する 
・ 

エアコンの使い方（電気代と
環境のために） 
ちまちま ON/OFF しない 

グリーンカーテン／ヘチマ・
ゴーヤ（教室を涼しく、冷房
の利用を減らす）窓を開けて
みどりがあると解放感がある 

服装で調整するとか、熱を逃
がしてからエアコンを使う
（効率的なエネルギー消費） 



第３回せたがや子ども気候会議 グループワーク D 班 

一人でできる 協力が必要（呼びかける） 

 

 

 

環境について考える機会をもつ
ことで意識が高まった 

環境について興味を持って調べ
る、友達に聞く ペットボトルを買わないでマイ

ボトルを使う 
レジ袋を使わない 

お祭りで古着を売る 


